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研究成果の概要（和文）：本研究は、近年、観光ブームでわく沖縄の、主要な観光行動メニューであるマリンツ
ーリズムに関する観光社会学的研究である。本研究の目的は、沖縄県宮古島におけるマリンツーリズムの現状と
課題について、歴史的に、そして種目ごとに、社会学的に調査・分析することにある。宮古島は、近年観光開発
が進み、「青い海と白い砂浜」を観光資源化し、観光による経済発展を遂げてきた。宮古島のマリンツーリズム
関係者や観光客、地元住民、公的関係者に対するインタビュー調査と参与観察によって分析・考察し、ビーチリ
ゾートしての発展と限界、マリンツーリズムの抱える問題点と課題を明らかにする。

研究成果の概要（英文）：This study is a sociological study of tourism related to marine tourism, 
which is a major tourism action menu in Okinawa, which has been booming in recent years. The purpose
 of this research is to investigate and analyze the present situation and problems of marine tourism
 in Miyakojima, Okinawa, historically and by item, sociologically. Tourism development in Miyakojima
 has progressed in recent years, and the "blue sea and white sandy beach" has been made into a 
tourism resource, achieving economic development through tourism. Analyze and consider by interview 
survey and participant observation of people related to marine tourism in Miyakojima, tourists, 
local residents, public officials, clarify the development and limits of beach resorts, problems and
 issues facing marine tourism.

研究分野： 社会学

キーワード： マリンツーリズム　ビーチリゾート　観光開発　環境保全　宮古島　フィールドワーク

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「青い海と白い砂浜」を観光資源化として、海外からも集客できるようなビーチリゾートを目指すために、下地
島空港の再利用やクルーズ船専用のバースの建設など宮古島市が施策を講じてきた。マリンツーリズムは主に海
水浴が多い。また、宮古島ではマリンメニュー以外の観光メニューの開発も難しいとわかった。さらに、増え続
ける観光客に対しては、三つの問題点が見つかった。それらは「急速な国際観光化によって、地域社会はどのよ
うに変容するか？」「宮古島の国際観光化をどのように進めていくか？」、「宮古島が世界有数のビーチリゾー
トとして発展していくために、必要な開発と環境保護とは何か？」という問題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、近年、観光ブームでわく沖縄の、主要な観光行動メニューであるマリンツーリズム

に関する観光社会学的研究である。本研究の目的は、沖縄県宮古島におけるマリンツーリズムの
現状と課題について、歴史的に、そして種目ごとに、社会学的に調査・分析することにある。宮
古島は、近年観光開発が進み、「青い海と白い砂浜」を観光資源化し、観光による経済発展を遂
げてきた。また、ダイビング業者と地元漁協が海の利用を巡って、法的に争ってきたことでも有
名であった。宮古島のマリンツーリズム関係者や観光客、地元住民、公的関係者に対するインタ
ビュー調査と参与観察によって分析・考察し、マリンツーリズムの抱える問題点と課題を明らか
にする。   
キーワード：観光社会学、マリンツーリズム、環境保全と観光利用、社会調査 
 
２．研究の目的 
宮古島は、「青い海と白い砂浜」を観光資源化とし、順調に観光客数を伸ばしてきた。2002 年

に、340,492 人だったのが、2010 年に 404,144 人、2015 年に 513,601 となり、初めて 50万人を
超えた。2016 年 703,055 人、2017 年に 988,343 人、2018 年に 1,143,031 人となり 100 万人を達
成した。空路が 688,87 人、順調延びてきたクルーズ船から国際観光客 454,157 人であった。2019
年は台風などの影響でクルーズ船の来港が減り、1,061,323 人となった。 
 将来、観光客 200 万人時代を想定する宮古島市には、二つの施策があった。2019 年３月の下
地島空港旅客ターミナルの供用開始と、2020 年 4 月供用開始予定だった平良港国際クルーズ船
拠点整備事業である。大幅に増えた観光客に対して、宮古島がどのような対策を行うかも調査し、
マリンツーリズムを基盤とするビーチアイランドとしての発展の可能性と限界について明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
文献調査と、宮古島のマリンツーリズム関係者や観光客、地元住民、公的関係者に対するイン

タビュー調査と参与観察とによって分析・考察する。また、国内外の著名な観光名所と比較調査
を行い、宮古島の観光開発と環境保全が抱える問題点を明らかにする。 
比較調査は、国内では京都、大阪、別府、国外では、アメリカ合衆国ハワイ州オアフ島、イン

ドネシア共和国ランカウイ島、フィリピン共和国ボラカイ島、タイ王国サムイ島とナンユアン島
である。海外調査地では、ビーチリゾートの発展と限界、マリンメニューの調査を行った。 
 

４．研究成果 
 「青い海と白い砂浜」を観光資源化として、海外からも集客できるようなビーチリゾートを目
指すために、宮古島市が施策を講じてきた。マリンツーリズムは、主に海水浴が多く、マリンツ
ーリズムメニューであるシュノーケルリングやスクーバダイビング、カヌーなどは利用客が少
なかった。また、マリンメニュー以外の観光メニューの開発も難しいとわかった。さらに、増え
続ける観光客に対しては、いくつかの問題点が見つかった。 
  一つ目は、沖縄県の宮古島では、ここ数年でクルーズ船を利用した外国人観光客が急増し、島
の観光産業のあり方を大きく変えつつあることについてである。これは、「急速な国際観光化に
よって、地域社会はどのように変容するか？」という問題である。方法は、文献調査とインタビ
ュー調査、参与観察を用いた。インタビューは、宮古島の観光協会、観光業者（タクシーとレン
タカー）、地域住民、観光客に対して行った。調査の結果、宮古島のクルーズ船観光の始まり、
それによる観光業者の形態の変化、地域住民の対応、観光客から見た宮古島の特徴などがわかっ
た。解決すべき問題としては、急速な国際観光化と地域社会とのミスマッチの問題、宮古島の地
域社会は観光化の流れから言ってローカル・ルールからナショナル・ルールへの変更を余儀なく
されていく問題がある。日本社会が少子高齢化で地域が衰退していく中で、宮古島は国際観光化
という道を選んだ。国際観光化によって、新たな産業や雇用も誕生している。宮古島の地域社会
は国際観光化によって変容せざるを得ず、小さな島での国際観光化の成功事例となるようにし
なければならないと結論づけた。 
二つ目は「宮古島の国際観光化をどのように進めていくか？」という問題である。宮古島では、

海外 LCC 路線を呼び込むための下地島空港国際線旅客ターミナル整備事業が 2019 年 3月に始ま
り、大型クルーズ船が接岸でき、クルーズ船の寄港を増加させるとする平良港国際クルーズ船拠
点整備事業が完成間近である。この二つの事業について、関係者から詳しく話を聞き、この二つ
の事業の目的と開業時の見込みから、宮古島の国際観光地化が成功するのかどうかを検討した。
そして、観光客 200 万人時代を想定する宮古島の将来の姿とその問題点を考察した。その結果、
宮古島市は、超少子高齢化が進んでいる日本国内からの観光客だけを当てにするのではなく、海
外 LCC 路線やプライベートジェット、クルーズ船からの国際観光客の往来を見込んでいる。世界
的に見ても、宮古島のビーチの美しさは、海外の有名ビーチと比較しても、遜色がなく、適切な
プロモーションを行えば、国際観光客は順調に増えていくだろう。問題点は、インターネット、
交通などのインフラの整備と、島民との摩擦が生じ観光公害の予兆がすでに出ている点である。 



三つ目は、「宮古島が世界有数のビーチリゾートとして発展していくために、必要な開発と環
境保護とは何か？」という問題である。2018 年に約 114 万人の観光客が宮古島を訪れた。宮古
島市の計画によると、宮古島市では、2028 年には観光客 200 万人を予測し、その準備を進めて
いる。海外のアイランドリゾートでビーチが有名な５ヶ所のビーチを調査し、宮古島のビーチリ
ゾートとしての発展の可能性を分析・考察した。海外の著名なビーチリゾートが環境破壊や開発
過多でその評判を落としていた。ビーチリゾートの発見→観光開発→名声の獲得→過多→環境
破壊→観光客減という過程をたどっていた。そして、ビーチの環境を左右する宮古島の上水道と
下水動の現状について調査した。この問いの答えとして、宮古島の観光資源と地域住民に過度の
負荷をかけない持続的発展と、ビーチを汚染しないための水資源の確保と水質維持による環境
保護を提案している。 
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